
 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度  インクルーシブ教育（IE）アドバンス研修を 45名の教員に実施し、

さらにチューター研修を79名の大学生や保護者を対象に行った。また、

拠点校 4校に車いす使用者等も利用しやすい体育用具を設置し、拠点

校 4校および協力校 10校においてインクルーシブ教育を推進するため

の環境を整備した。ドゥシャンベ市内の教育委員会に情報管理センタ

ーを設置し、IE コーディネーターがつなぎ役となり、校長や教員、障

がい児の保護者など当事者同士のネットワークづくりに貢献した。さ

らに、IE 専門家による啓発セミナーおよび拠点校ならびに地域での IE

啓発活動、IE ビデオの放映等を行い、対象地域における IEへの理解を

促した。その結果、学校 No.28 が 20 名、No.72 が 31 名、No.53 が 17

名、No.54 が 20 名の計 88 名、協力校が 32名の障がい児が新たに就学

し、支援学級や通常学級で教育を受ける機会を得ることができた。本

件事業の上位目標（タジキスタンにおける IE 促進と障がい児の教育の

機会の保障）は達成されたと考える。 

（２）事業内容 

 

（ア）拠点校 4校および協力校 10 校に障がい児を受け入れるための環

境を整備 

① IE アドバンス研修を協力校の教員を対象に 2回実施した。6月 2日

～4日に開催した 1回目の研修には 14名の教員が参加し、10月 18～20

日に開催した 2回目の研修には、14名の教員が参加した。8月 1日～3

日には、ラシュト郡の教員ら 17 名に対し同研修を実施した。IE アドバ

ンス研修に参加した教員はそれぞれ、当会の研修で得た知識を教員同

士で共有する講習会を実施した（修了者が在籍する 12校のうち約 8割

にあたる 9校にて開催）。 

 

②チューター研修に保護者や教育大学の学生等 79名が参加し修了し

た。その後 12月 27 日に、教育大学の学生 20 名(うちチューター研修

修了者 9名)および教員 3名を拠点校の学習支援室で行っている学習補

助の場面を視察する機会を設けた。本事業では、拠点校 4校で有給チ

ューター計 15名、無給チューター5名が活動した。  

 

③本事業期間中に、51名の障がい児の家庭を訪問し、拠点校の取り組

みを説明したり IE冊子を配付したりするなど、就学に向けた働きかけ

を行った。 

 

④体育用具を 4つの拠点校に設置した。10月 10 日に学校 No.53、学校

No.28 および学校 No.54 への譲渡を終えた。学校 No.72 については、9

月 4 日に体育用具の設置場所直下を通る水道管の破裂事故が発生した

際、ドゥシャンベ市水道局が派遣した修理業者が体育用具を土台ごと

除去するという事案が発生した。その後用具の追加修繕工事を行い、1

月 13日に同工事が完了し、学校 No.72 へ譲渡した。同体育用具は、教

員付き添いのもと、障がい児および非障がい児の遊び時間や体育の授

業に利用されている。 

 

（イ）IE における情報管理システムの構築、IE コーディネーターとの

協働、および国内の IEネットワーク強化 



 

①当国通信局の組織改編の影響を受け、IE ホームページのドメイン取

得に時間を要したが、2 月に IE ホームページを公開した。現地連携団

体や学校関係者と情報を共有し、また家庭訪問時にはホームページに

関する情報を周知した。 

 

②ドゥシャンベ市教育委員会のIEコーディネーターは当会の実施した

IE 啓発イベントでファシリテーターを務めたり、未就学児を持つ保護

者への IE 情報共有のため、幼稚園への IE 冊子配付を提案するなど、

地域、学校および行政をつなぐ役割を果たした。 

 

③12 月 19 日～24 日にかけて、インド人 IE 専門家がドゥシャンベ市教

育委員会、寄宿学校、教育大学、幼稚園 No.66 および学校 No.8 にて、

行政および学校関係者、障がい児の保護者等を対象に啓発セミナーを

計 5回実施するとともに、IE現場を視察した。なお、当初はインド人

IE 専門家 2名を派遣する予定であったが、1名のビザ申請手続きが遅

延し渡航が困難になり、1名のみの派遣となった。活動内容やスケジュ

ールを調整し、派遣した IE 専門家 1名により想定していた内容を実施

した。 

 

（ウ）拠点校および協力校周辺のコミュニティ住民や一般市民への啓

発活動 

①協力校周辺住民を対象としたイベントを、8月～10月にかけて、ド

ゥシャンベ市内にある幼稚園にて計 10回実施した。啓発イベント開催

時には参加者へ IEパンフレットおよび IE 冊子を配付した。 

 

②行政機関と調整の後、11 月に公共バス 4台に設置するパンフレット

台を作成し、IE パンフレットおよび IE冊子を設置した。IE啓発ビデ

オ(長編)を制作し、教育省およびドゥシャンベ市教育委員会の IE 担当

者、現地提携団体、学校関係者等と共有した。ニュースレターは現地

提携団体と協議の上、事業後半に教員の活動内容、ホームページ開設

の情報、現地提携団体の活動や連絡先等記し、1回発行した。ニュース

レターを、当会職員が拠点校、協力校、啓発イベントを行った幼稚園

など関係機関に配付した。 

 

③現地提携団体と協力し、11月 18 日に学校 No.72 および学校 No.53、

12 月 1 日に学校 No.28、2 月 23 日に学校 No.54 で啓発イベントを各 1

回ずつ開催した。協力校では、9月から 11月にかけて朝礼での啓発イ

ベントを計 9回実施した。 



 

（３）達成された成果 

   

 

【成果(ア)】拠点校 4校および協力校 10 校に障がい児を受け入れるた

めの環境が整備されることによって、障がい児の新規就学が開始され

る。 

①本事業で実施したIEアドバンス研修に参加した協力校の教員等のう

ち、研修後のアンケートにて、IEに関する課題や悩みを解決するため

の糸口が見つかったと回答した者は 2割に留まった。IE アドバンス研

修は、個別指導計画の活用方法等のテーマで行ったため、「多動性のあ

る児童への具体的対応方法を学びたい」というような個別具体的な課

題解決を研修直後には見出しにくかったことが一因であると考えられ

る。 

一方、フェーズ 1およびフェーズ 2の事業で IE研修を受けた拠点校

4校で勤務する教員を追跡調査すると、9割以上の教員が当会の研修で

得た IE の知識および技術を実践に活かしていると回答し、7割以上の

教員が普通学級で実際に障がい児を受け持っていることが分かった。

研修直後は障がい児の受け入れに対して困難が大きいと感じている教

員が多いが、実践経験を積む中で、現地提携団体や IEコーディネータ

ーからのフォローアップや、同僚からの助言を受けることにより、各

人の抱える課題を解決していると考えられる。研修のみでは課題を解

決することは困難であるが、その後のフォローアップや実践の積み重

ね、さらには教員だけでなく学校全体として IEに取り組む体制づくり

の重要さが明らかになった。この点は次期事業にて研修内容やフォロ

ーアップ体制を検討し、学校全体での IE 推進に向けた体制づくりに反

映させていく予定である。 

 

②IEアドバンス研修修了者の在籍する12校のうち約8割にあたる9校

にて IE に関する講習会が実施され、当会の研修で得た知識を教員同士

で共有していた。また拠点校 4校では、先行事業での IE 研修修了者の

うち、8割の教員が自校内にて IEが促進されたと回答した。具体的に

は、5割以上の教員が、研修に参加していない教員からも IE に対する

理解や支持が得られるようになったと回答しており、教員全般への波

及効果が認められた。 

 

③本事業のチューター研修を修了した学生や保護者は、当初予定の 30

名を上回る 79名となった。これは、学生の研修受講希望者が予想より

大幅に増えたためである。本事業では拠点校 4校にてチューター20名

が活動しており、当初の研修定員である 30名の約 7割がチューターと

して活動した。 

学校 No.53ではチューターとして実際に活動している大学生もおり、

60名以上の卒業後教育職に携わる可能性のある学生がIEや障がい児の

対応方法等を学んだことは、今後、教育現場で IEを推進するための下

地づくりに貢献するものと考える。 

 

④2017 年 2 月末時点、新規に就学し、支援学級を利用した障がい児の

数は、学校 No.28 が 20 名、No.72 が 31 名、No.53 が 17 名、No.54 が

20 名で計 88 名となり、想定していた新規就学障がい児の数（45 名）

から倍近くとなった。本事業開始時から通学している障がい児も勘定

すると、事業期間内に支援学級に通学した障がい児数は、拠点校 4校



 

併せて 160 名であった。協力校での障がい児の新規就学は 32 名であっ

た。 

 

⑤拠点校 4校に体育用具が設置され、教員付き添いのもと、障がい児

および非障がい児の遊び時間や体育の時間に活用されている。 

 

【成果（イ）】ドゥシャンベ市教育委員会に IE 情報管理センターが設

置され、市教育委員会職員が関係団体の IE コーディネーターとして活

動することによって、学校、行政、コミュニティ間のネットワークが

構築される。 

①情報管理セミナー参加者 5名（教育委員会職員）に対し行われた IT

専門家によるテストの結果、全員がホームページのアップデート方法

や管理方法等を習得したことが確認された。 

 

②IE ホームページ完成後、市教育委員会および学校関係者、現地提携

団体に同ホームページを共有し、IE 関連情報を拡散した。また当会職

員による障がい児の家庭訪問時には、同ホームページの存在や閲覧方

法を伝えた。ホームページの試用期間中、100 件以上のアクセスを確認

している。 

 

③市教育委員会の IEコーディネーターは協力校の校長および教員と電

話やメールを通して相談業務を行っており、必要に応じ拠点校および

協力校を訪問しフォローアップを行っている。 

 

【成果（ウ）】拠点校 4校および協力校 10 校周辺のコミュニティ住民

や一般市民の間で IE に関する知識と理解が深まる。 

①協力校周辺でのイベントが計 10回開催され、イベントには計 100 名

以上が参加し、IEパンフレット 100 部以上を配付した。 

 

②協力校周辺での IE啓発イベント後に口頭インタビューを 3回行った

結果、参加者全員が普通学校で障がい児が教育を受けられることを本

事業を通じて知ったと答えた。また参加者の 7割以上が、拠点校 4校

のいずれかを正確に回答することができ、IE への理解を深めたことが

確認された。 

 

③IE 啓発ビデオが完成し野外ビジョンで放映された他、啓発イベント

や IEフォーラムなどでも活用された。 

 

④IE パンフレット 300 部を公共バス 4台に設置し、配布した。 

 

⑤拠点校および協力校で、朝礼を利用した IE 啓発イベントや、非障が

い児と障がい児が共に参加したイベント等が計 12回実施された。 

（４）持続発展性 事業終了後、拠点校において、校長や教員が、IEの実践経験や成果・

学びを広めるべく、他校や教育関係者の視察受け入れや同校での IE研

修を実施している。本事業を通じて研修を受けた教員のフォローアッ

プはドゥシャンベ市教育委員会の IEコーディネーターが主に実施して



 

 

いるが、同時に当会も同コーディネーターとともに、IE を推進する人

材についてネットワークを強化できるよう、定期的にモニタリングを

継続していく。 

本事業においては、学校が行政から配分される予算と家庭から徴収

する学校運営費を利用し、各校にて IEの取り組みを継続していくこと、

また学習支援室や供与品、設置した体育用具等が、適切に維持・管理

されるよう当会と学校との間で覚書を締結している。また、教育省で

は、IEカリキュラムの検討や IE に携わる教員の給与のあり方を含めた

IE 認定校構想等の話し合いが継続されており、またドゥシャンベ市教

育委員会が協力校への学習支援室の設置を検討している等、行政とし

ての IE 推進のための具体的な取り組みが認められている。本事業終了

後、学校としての取り組みが継続されるよう、また行政の具体的活動

が実現されるよう、定期的に現地提携団体および当会は拠点校を中心

としたモニタリングを実施していく。 


